
∪,D.C.る21.385.3:る21.397.る2l

■ ユ

ービスタ
2B一日5′ るCW4

Nuvistor 2B-H5,6CW4

村 田 良 雄*
Yosbio Murata

内 容 梗 概

テレビ受像機の高閲汲増幅用として低耕音のニュービスタ3梅管2B--H5,6CW4を開発したノニュ~ビス

タほガラスを用いず金属とセラミ､ソクでできている新しい形の真空管で,高性能･高信棋性などで従来のガラ

ス 貞空管より-･段とすぐれてお川,その構造, 作,性能に/~)いて-i止しじ｣ニュービスタは

高温中の動作,振動などに対して良い成績を示すものであるr_･

容易であり将来の真空管の一一･つの力向を示すものと思川しるリ

1.緒

碇｢機器か複雑化するに/)川東川される都〟-の数も

多･てなり部品の′｣､形化と南信績性が要求さメ~L,また一

ノノ悼剛司波数ほ高くなるのでこのノJ面からも′卜形化が

必要になノ)てくる..受信用貞空管も小形化か進んGT

甘か｢,ミニー′ナユ7管,サノミニ1ナナユア管へと移行

してきた/八 しかし真空管ほ本質的に動作時に熱発生

を伴うものであるから,小形化は必然的に高温での動

†′ドをやむなくされ,同時に能率の良い放熱も考えなけ

ればならたい_.従来のガラス製真`ノ#管では耐熱性にと

げし∴ 小形とともに岳信棋牲という要求に合わなく

な､,てしまう｡受信管む′ト形か/~)高†言掛こするために

古土

(= 熱効率せ良くこ寸る..

(2)耐熱性の良い,は熱性の良い材料を用いる._･

に高い周波数,

またニュービスタは構造が簡甲で製作も割合に

第1図 ミニアチュア,サゾミニアナエアとニュービスタの外観
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(:り 熔接部分をなくす｡

などが必腰である｡この目的に机り~~仁王ラミ､ソグと制式を仙､比

的量産のしやすい構造の真空管"ニューービスタ"を開発Lたのでそ

の構造,製法,特性などについて虻べる｡

2.ニュービスタの構造と特長

策1図に従来のミニ7チェア管,サブミニアナユ7管とニーし･一ヒ

スタの比較外観図を′Jけ｡ニュービスタほ1ナフ～ミニアナュ｢ノ'の'｢クナ

｣｣J■の人きさである.､ニュービスタの内部構造を第2図にホす｡ニ

ごL-ビスタほ真坐外囲器として金属シェルを用い,l勺都電極をスナ

ノ､セラミックから庖按支柱を介Lて支持した構造になっているい友

仙よ各附.1.(カソード,グリッドなど)ごとに3本あり慮囲な部■晶保

持なしでい),そのうら1_本が外部リードとしでステムから外に=

ているリ グリッドとグリッドフランジ,グリッドフランジと友柱な

どの部分付与再よ銅をロー材にしてロー付けされているリ ニュービス

タの相克とLておもなものは次のとおりである｡

(l)完仝尤lリ筒系電極でありカソード全尉が有効に放えるので

ヒータ電力か少なく,静電容量か少ない割に相互コンダクタンス

が高いり

(2)構造が簡単で熔接部分がなく治具を用いて組立てをするの

で日動組立てがしやすく,高精度で均一な特性のものか作れるしJ

(ニi)ミニアチュア管とl司じ`てリード形式であるのでソケ､ソトか

使え使用上便利である｡

し4)ガラス,てイカなどがなくガス放出か少ない｡また製作時

に全休を高温処理するので残留ガスがなく長寿命である｡

*
日立製作所茂原工場

Uけ~~廿~U~･

ルー･卜

7りッド

†】ソード

ハンドリ′1JI

し γ

しIト.▼∴′

ハトト■ノ7∴二:

rlド■ノ~/ンご

ニーム1′±▲1ソノ

リー･l

第2担1-ニ∴‥L′､タ6しW4什竜匝構造

A:メタライズ前

第3図 セ ラ

B:メタライズ後

ック ボ タ ソ

(5)ガラスを用いないので機械的ショックに強く,高温での使

用かできる.二,

(6)電極か確実に固着されているのでガタによるマイクロホニ

ッタが少なく,耐振性がある｡

(7)ステムが蒔く,リードを短くできるので高い周波数まで使

用できる｡
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A: 6CW4ヒータ

C: カソードサ誉ト】ト

E: カソード

G: ブリットフランジ

Ⅰ:プレートフランジ

第4図 ニー
ユ

G

B: 2BI壬5ヒータ

D: カソードフランノ

F: グリッド

Il: プレート

ー ビ ス タ の 部 占占

3.ニュービスタの構造詳細

3.1ステムセラミック

ステムセラミックは第3図に示すような11個の穴を持つセラ

､ソクボタンで外周および大の内面にほモリブデンを焼き付けニッナ

ノLメ､ソキなしたものである｡外径は約10mm穴は約0.5111nlのゼ1二

径,厚さは1･3n-ⅠⅥのフォーステライl､系セラミックで養)る｡穴に

ほリード線が通り,外周は金属シェルとロー付けしてと~如こ真空な

保/-)必要があり,加†二性,熱膨脹特件,真空保持九 機械的強さな

どかL､)この材料か用い主′1していム._ このセラ

弟1表に′Jニート

3.2 ヒ 一 夕

ックの物理的特性`.丈

ヒータほ･般受信管と同様リンツ■､スナンに｣二るダ■∴ノ'/Lノ､りわノLしニ

ー一夕~む用いているが,ニュービスタではカソードが一般の兵空管に

比べて′｣､さいので設計_ヒ困難がある.〕ヒータ電圧6.3Vの6CW4-亡

く･よじ--タ線の良さが長くこのため2亜コイル形のダブルヘリカ′しヒ

ータとした(第4図A)｡ヒータ電流0.6Aのトランスレス用ニュ

ビスタ2B--H5ではヒー_タが短く,ヒータからの熱伝導損失がある

ので線の1白二径は同種の一般管より細いタングステン線を用いている

(弟4図B)L一.ヒータは一一般管並およびそれ1二人下の低温度動作むする

｣二うにしい-_,そうの高信板性を什Lた｡

3.3 カソードサポート

組た二【二程で約1,000〇Cでプレーージングする/こめカノーートほ排長い自二

前までづけられないので組_ヾ二′二てのときはカソードサポートを取付け

る‥ カソードサボ…トほカソードの位置を保持するものであるかトニノ

熱保持が良く,高温で変形せず,高温で蒸発物がなく,精度良く薄

く加⊥できかつじょうぶなものである必安がある｡カソードサポー

トは不純物のないニクロームを10数ミクロンの厚さにした円筒に

して依っている｡カソードサポートの外径寸法ほカソードとのはめ
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ふいに関係するので十分な精度でないとカソー→ドのれタによる一丁イ

クロホニック,カソード温度の′ミラツキなどが出る(弟4図C)｡

3･4 カ ソ ー

ド

カソードは帽子状の円筒形で内側ほカソートサポートと密着し_な

け頼よならず,外側は真空管の特性に関擁するので内乱外面とも

に高精度で仕上げなければならない｡カソードほカソード用真空溶

解活性ニッケルをプレスで加二1二しこれに炭酸塩を 布する普通の形

〕▲しである｡カソードは排気時加熱分解して酸化物陰極となるが,組

立プレージングの加熱操作に耐えられないので組立ブレーンソグ後

カソードサポートにかぶせるようにキャップ状の構造となっている

(第4図E)し-

3･5 プレート,フランジ,シェル

プレートはニッケル引抜パイプからできている,カソードサポー

ト,グリッド,プレートは基部に皿状のフランジ(第4図DGI)をは

めセラミックからの支柱につないでいる｡フランジは銅を約10数

ミクロンの厚さにかぶせた鉄板を用いているが,この銅ほ組､tプレ

ージングのとき援 用のローとして用いられる｡シェルはセラミッ

クとの膨脹係数を合わせるため鉄ニッケル合金(50:50)にニッケル

メッキをしている｡リードはモリブデン線に銅メッキをしたもので

ある｡

3･る グ リ ッ ド

グリッドは策4図Fに示すようにかご形の円筒状グリッドである

が機械的強度を強くするため縦方向の線を60本並べその外側に

0･25mmくらいのピッチで線を いて匝1足したものである｡一般管

のグリッド線(電子流を制御するほうの線)に相当するのは縦線の

ほうであり横方向の巻線は形を保有するためのパインド線である｡

グリッドの端部は密巻をして補強している｡グリッドは銅メッキモ

リブデン線(20 クロン)とニッケルメッキモリブデン線(20

ロン)を川いプレージン′グで固

製作二｢程i･こほ

している｡

4.製 作

立,組立プレージング, 山排気_bよびエージ

ノブ の二1二程がある｡

4･l組立ておよび組立プレージング

弟5図にノ斥すような組立治具にカソードサボー1･,グリッド,フ

レート,フランジなどの部品をそう人する｡治具の中でi･よ各部ん-.ほ

第51勾 ニュービスタ糾立川治共

A:プレージソグ直後のもの

B:ピン脚腰形,カソードをそう入Lたもの

第6図 組立を終ったニュービスタの電極



ス

･定の間隔で配置さかるようになっている｡,さド)にじ}タを入れそ

ノ)上にステムセラ

線む人かる｡各リーー

ックをかぶせセラミックボタンの火からリード

ドは所定什)フランジに突き一当り停止する､〕各リ

ー｣､､■にリー･-付としての銅を取付け水素嵐洗車で加熱する｡約1,100

℃で釦は掛ナて電極のロー付けができあがる(葬る図A)｡組_卓二てで

は従来の構造の真空管のようにマイカの穴に部品虻そう人する必要

がなく単純な形状の電極部晶を治具に入れるだけであり,治具白身

ので高精度の組立てが簡単にでき,組立ての自動

化も狛､やすい｡熔接はミニアチュア形のもので20筒所以l-こもあ

リたがニュービスタでほ1卜tlのロー付けで終るの､
が少なくすむ利点がある｡

4.2 封 止,排 気

リ_L数

組立プレージソグのできたもののリードを所定の長さに切断しカ

ソードをカソードサポートにかぶせる(第d図B)｡組み立てられた

電極をシェルの小に入れ,シェルとステムセラミックの封着用ロー

材とL′ての銅合金をはが)真空炉中で加熱する｡約9500Cでカソード

町扶酸塩ほオキサイドに変り約9800Cでロー材が溶け封吊二,排気が

尤/する｡普通の真空管では最後にゲッタを飛ばして封_lトナるがこ

こし-ビスタでは前述のように部品のガス出しが十分であり,ガス源

としてのてイカ,ガラスなどがないので不要である｡

4.3 エ ー ジ ン グ

真空管は排気後カソードの活性化と特性の安定化のためエージ/

グ操†′ドをするがニュービスタでも同 0
ゝ
ヘ
ノ

な行に

5.ニュービスタの特性

閲発したニュービスタ2B-H5,6CW4の特性を弟2表に示す｡

同種目的のミニアチュア形真空管6FY5と比較すると入力容認は

約0.6pF少なく｣甘力容量は半分でほぼ同じ静相生をもっている{,

ヒータ電力は約70%である｡

5.1VHF高周波増幅管としてのニュービスタ

テレビジョン受像機の高性能化は一つにはチューナの高周波増幅

皆の雑音特性によって左右される｡今までは低雑音でかつ安定増幅

なするものとして双3櫨管によるカスコード増幅が用いられてき

た｡カスコード増幅はカソード接地増幅器とグリッド接地増幅器と

な広澤城粛合回路でつないだ2段増幅の方式であるが,この結合部

のため初段増幅段の利得が少なく雄二音が多い欠点をもっている｡3

極管な用いる高周汲増幅には中牒‖自t路を用いた中和増幅の方法がふ

ふ｣中和増幅でほ増幅段数が一段であるので仝休の利得はカスコーー

ト廿ぺに比べさがるが真空管ユニットあたりの増幅度は高く雑音な

少なくすることかできる.

1い亭l噸価闇珊慎′ノ日管として必要烏ことは,小fllがとりやすいこと

第2-よ ビ ス タ キ､t一什表

幅増
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および利得が高いことである｡小利は低周彼チャネ′しかドノ高榔皮チ

ャす′しまで簡単なlりl路でできることカミ必要で,真空管のフィーードバ

､ソクアドミックンス(ニトとLて陽梯ダリ､ソド間容易)が単純な純容
晶とか純祇抗で周波数に対して複雑な射ヒなしないことが必要であ

る｡真空管の電極リードのインダクタ=/スが大きいと帰還アドミッ

クソスは高い周波数で俊雄な変化なするのでできるだけイソダクタ

八鮮 〟♂

伺 揖 艶(ノりrJ

第7L宝1ニュービスタ外同便受†言管の人力コノダクタンス

アン〒ナマ､ソナン7

トラニノス

ニュービスタ

､･.ミ､､
クβ-ノ′J

れ81受】ニュービスタ便川のテレビチューナ〃)･糾

し■丁!?一周自･支増帖J'弱り

-
､〃=数波周

第9図 ニュービスタ外同種受信管使用
チューナの雑音指数の一例
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ンスほ少ない必要がある｡利得は人力コンダクタンス,人力容最,

Fl=ノ容旨が′卜さく,相仲ニコンダタメンスが高いことが有■利であるrL

弟7図にニュービスタ2B-H5および同じ卜川勺に使うミニ7チュ7

形真空管の人力コンダクタソスの大きさをノJこすが,これよリムてニ

ュービスタはミニアチュ7管の兢くらいの入力コンダクタンスであ

り,Lたがってリード線インダクタソスもミニアチュアの鴇くらい

であることがわかる｡したがってニュービスタを用いることにより

十分な利得をもち低維一昔のチューナを作ることができるわけであ

る｡

5.2 チューナの特性

第8図にニュービスタな川いたナレビン｣ンナニし-･ノ･のl=】路な,

口重 囲 匡司 匝『[萱∃

登鐸新案第529792号

新 案 の

第44巻 第5 り

第9図にはその雑音相生をホすカ1雑音指数は2dBll卜の改良が

認められる_,これはニュービスタのもつ高利得により次段の周波数

~変換部の雑音を抑十1三できたこと,人力インピーダンスが高く人ノルI

路での損失が少ないことに/

る.結

困するものとノ鋸)JLる｡

ニュービスタほまずVHF高周波増幅用とし-て開鬼さJLたが,小

形で,簡単な構造は大量生産向であり,同時に高い周波数にまで使

川できる特性をもっているほぼ理想に近い電丁管である｡これらの

1`1t長をいかしてVHF川,小間周波用4樺管,低周披≠,および測

ン己㍑岸畑など多数のニュービスタむ開発するナン王であるリ

紹 介 国 囲 逗∃ 回匡司

/こ-ト嵐健 二･北 村 ノj､ミ姉

巻 上 機 の 巻 上 回 数 記 録 装 置

この考`束ほ,従来運転fが人為的に.最録していた巻卜機の巻卜

(巻卜)回数をlノ1動的に.i己録できる⊥うにLて運転γ･のf･数な省いた
ものである｡

巻胴に連動する深度計の回転軸1の回転によりナ､ソト2かイ丁子r･す

Jtほ,そのナットに触りつけたレ/ミー3はローラ7に､11りフローーーナ

ングレバー5を時計ノナ｢こ】｣に揺動させるので,汁い一ク板9はノニネ12を

圧縮してイ丁子j二する(1この､イ√キー■■に‖㌧-)て案内棒1∩もん有~するかLへノ,そ

の突起10aはカム11の溝11ai勺をしゅう動Lて,そのプ.二葺品;のノミ線位

j~獣小ら右端の掛線位置に腋､■/二Lてカム11を45度‡叶虹させる.､この

カムのl‖l転運動はレバー1_3,リンク14を経てレバー15aに侵こ速さ

れるので,回転計15は回勤して巻上(巻卜)l些l数を日動肌にぶ閲す

仁.i己の磯子ナ,ナット2ほレノミー3がローラ7に竺トー,てから-･定批

離すなわち案内棒10のストローク Sl⊥L二にん行す亮と,レバー3

ほローラ7を東リこたて移動する_ するとバネ12の張力によりホ

ーク板9ほ左‖■するから,ノー~J-ナングレノミー5は原状態に復帰す
る｡

////∂

雛1l.当l

メーズ 断 面l刈

登録新案弟529(;89号

/-′ 断面川

この一考■案に上JLは巻上(告卜)1L】l放射二l垂加射し二言J録できるかし〕,運

転丁･の｢数を省き作業能率をl･′-=､させることができるり(野 木､j･)
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コ
ー ル カ ッ タ ーチ

ェ ン用達

こ(/)ろ■一束ほ,炭上山ノっで連結作業をすく)ニト･1ノトソメ←一ナ.Lンの最
終連結部に便川する連結ビン3の構造に関する4)ので,州異ノ去る材

質のビン木体Aと,かしめ郎Dをイ]■するかし_め部材Bとを-･休に構

収Lたことを特長とする._.

この考■案ほ卜Lテ亡の⊥うな構造からなるので,軟質村のかしめ部付
Bのかしめ部Uを｣肌帖こかしめることに上り,容易にかつ確実にナ

∴ンの連結を行なうことができる..r_イニカ､､∴,■て坑卜人‖ニおけるナJノ
の連緑川三業を･貨しく簡易‖とすることかできる′-. (野 川
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